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平成28年度特別会計予算
会　計　名

●国民健康保険特別会計

●後期高齢者医療特別会計

●介護保険特別会計

●地域包括支援センター特別会計

●簡易水道事業特別会

●下水道事業特別会計

●農業集落排水事業特別会計

●田富よし原処理センター事業特別会計

増　減　率

3.0％

7.6％

7.2％

10.9％

▲10.4％

2.5％

5.5％

48.0％

予　算　額

37億9,753万円

2億2,813万円

19億8,739万円

1,546万円

2億6,261万円

13億2,442万円

2億5,529万円

8,083万円

平成28年度上水道事業会計予算

収益的支出

資本的支出

5.4％

▲78.8％

増　減　率

2億5,023万円

3億592万円

予　算　額

○子育て支援センター運営事業
在宅で子育てをしている親の不安感や負担感等を緩和するため子育て中の親子の交流の場を設けます。

84万円

○地域生活支援事業
障がいのある人が地域で自立した日常生活や社会生活を営むことができるよう各支援事業を行います。

3,149万円

○人間ドック事業
受診期間を今年度は6月から2月末までとし、早期発見・早期治療による重症化防止に効果のある検診の受診
促進を図ります。

4,419万円

○学校施設整備事業
豊富小学校プールが老朽化のため解体および実施設計を行い、順次整備を進めます。

1,286万円

○農業振興推進事業
農地の賃貸借を促進し、遊休農地の解消と農地の利用の効率化および高度化を図ります。

770万円

○土地改良施設等基盤整備事業
農道、農業用排水路、農業用施設の整備拡充を図り、農産物の生産性向上・安定供給のため農地・農業用施設
保全のための事業を行います。

1億9,191万円

○中央市まつり振興事業
市民の一体感と郷土愛を育む合併の象徴となる市民参加型の新たなまつりを11月3日に行います。

1,320万円
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平成28年3月定例会は、3月1日（火）から18日（金）までの18日間の会期で開かれ、
条例の制定および改正、平成27年度補正予算、平成28年度予算など37案件の議案を
審議しました。

平成28年度一般会計（前年度に比べ4.0％増）

【反対】
　庁舎統合に伴う予算が含まれている。庁舎整

備計画は市民の理解が深まっていない。

　軽自動車等の標準税率の引き上げが含まれて

いる。軽自動車は複数台所有する世帯も多く、

市民の負担増の影響が大きい。

【賛成】
　庁舎問題は特別委員会や議員の代表が参加し

ている当局側の検討委員会でも慎重審議を重ね

てきた。また、これまで庁舎整備関連の議案も

可決してきており、議員全員が共通認識を持ち

市民への説明責任を果たすべきである。

【反対】
　生活バス路線維持事業の負担金は、議論を重

ねる必要がある。生活バス路線に代わり、地域

公共交通活性化事業を検討することが必要。

一般会計予算

○市庁舎新館建設基本設計業務
市庁舎整備基本計画に沿った庁舎建設のための概略設計（基本設計）を実施します。

3,000万円

○行政事務電算化推進事業
各業務システムのバージョンアップ、個人番号制度に伴うシステム改修、庁舎移転に伴う情報基盤整備計画の
策定などを行います。

1億6,368万円

○自治振興費
自治会活動推進交付金、自治会集会施設等建設事業費補助金、自治会が管理する防犯灯のLED照明への切り替えに
対する補助を行います。

6,705万円

○リニア政策事業
リニア中央新幹線の効果を最大限活かしたまちづくりを推進するためリニア活用基本構想を策定します。

1,106万円

○市内空き家実態調査事業
空き家等対策計画の策定、市内の空き家の戸数や現況等を把握するための実態調査を実施します。

1,371万円

○橋梁長寿命化修繕事業
地域の道路網の安全性・信頼性を確保するため市が管理する橋梁の耐震補強を行います。

1億1,299万円
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おもな内容
2,000万円

8,638万円

▲1,255万円

▲978万円

▲634万円

▲1,728万円

3,599万円

・総務費
・民生費
・衛生費
・農林水産業費
・土木費
・教育費
・諸支出金

自治体情報セキュリティ強化対策事業備品購入等

年金生活者等支援臨時福祉給付金等

予防接種委託料

臼井排水路建設事業負担金等

 I - 6号線改良工事補償金等

玉穂南小学校仮設教室建設工事

財政調整基金費積立金

特別会計補正予算
・国民健康保険特別会計 （4,326万円を減額）36億8,195万円総額
［主な内容］保険財政共同安定化事業拠出金（負担金） ▲3,219万円

・後期高齢者医療特別会計 （42万円を追加）2億1,247万円総額
［主な内容］保険料還付金 64万円

・簡易水道事業特別会計 （200万円を追加）2億9,787万円総額
［主な内容］管布設詳細設計業務 200万円

・下水道事業特別会計 （4,390万円を減額）12億7,011万円総額
［主な内容］流域下水道維持管理費 ▲3,057万円

条例制定

総合的かつ計画的な市政運営を図るため、本市の総合計画の策定等について必要な事項に関し、定めました。

中央市総合計画策定条例 施行期日：公布の日

法務専門職員の任用等に関し、定めました。

中央市法務専門職員の任用等に関する条例 施行期日：平成28年4月1日

行政不服審査法の施行に伴い、関係条例の整備を行う必要があるため、定めました。

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例 施行期日：平成28年4月1日

中央市行政不服審査会の組織及び運営に関し、定めました。

中央市行政不服審査会条例 施行期日：平成28年4月1日
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条例改正

任命権者の報告すべき事項、公平委員会における報告義務および報告事項の追加をしました。

中央市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例 施行期日：平成28年4月1日

山梨県の重度心身障がい児における医療費の窓口無料化施策に伴い、医療費の助成方法を変更するため、
改正しました。

中央市重度心身障害者医療費助成条例 施行期日：平成28年4月1日

人事評価制度の導入に伴い、職員を降給（降任を伴わない降格、降号）させる際の事由および手続きの
規定を追加しました。

中央市職員の分限に関する手続及び効果に関する条例 施行期日：平成28年4月1日

小規模保育事業所Ａ型および保育所型事業所内保育事業所の職員配置に係る特例措置を附則に追加しました。

中央市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例 施行期日：平成28年4月1日

一般職員等の給料月額、初任給調整手当の額及び勤勉手当の支給率等を改正しました。

中央市職員給与条例 施行期日：第1条は公布の日　第2条は平成28年4月1日

法務専門職員、行政不服審査会等の委員及び農地利用最適化推進委員の報酬等の額を定めるため、改正しました。

中央市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例 施行期日：平成28年4月1日

施行期日：第1条は公布の日　第2条は平成28年4月1日

特別職の期末手当の支給率を改正しました。

中央市特別職の職員で常勤のものの給与
及び旅費に関する条例

施行期日：第1条は公布の日　第2条は平成28年4月1日中央市議会議員の議員報酬及び費用弁償
等に関する条例

議会議員の期末手当の支給率を改正しました。

保育士は専門職であり、小学校教員免許等を持っているからといって代替え
するのは保育の質や安全確保の点から賛成できない。

【反対】

家庭的保育とは
市が認可した家庭的保育者が、自宅の居室などを保育室として使い、
仕事や病気などの理由により日常的に家庭で保育できない保護者に
代わってお子さんを預かる制度です。

保育士、幼稚園教諭等の資格、または子育ての経験を持ち、市長が
指定する研修を修了した者です。

家庭的保育者

多子世帯の保育料負担軽減について、年収約360万円未満相当の世帯における利用者負担額について年齢
制限を撤廃し、第2子を半額、第3子以降を無償化としました。

中央市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負担額等に関する条例 施行期日：平成28年4月1日
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変更契約の締結

布施配水場配水池およびポンプ棟建設工事は、仮設工事等の追加により、契約の変更をしました。

変更契約締結

その他

組合の共同処理する事務について変更しました。

山梨県市町村総合事務組合規約の変更

14路線を市道に認定しました。

中央市道路線認定

市道の2路線を廃止しました。

中央市道路線廃止

市道の6路線を変更しました。

中央市道路線変更

人　事
教育委員会委員の任命
1名が辞職したことと1名の任期満了により、2名が新しく任命されました。

　新教育委員　志村祐二 氏　　　前教育委員　中楯眞佐樹 氏（辞職）
　新教育委員　石原千穂 氏　　　前教育委員　清水ゆみ 氏（5月16日任期満了）

　雨宮　弘 氏（上三條）　　　石　有亨 氏（関原）　　　　河野英文 氏（西花輪第1）
　五味幸子 氏（浅利）　　　　佐々木一 氏（今福）　　　　内藤成美 氏（大鳥居）
　内藤　巧 氏（成島）　　　　藤巻　肇 氏（布施第４）　　保坂　久 氏（今福）　
　松野　篤 氏（中楯）　　　　藥袋正嗣 氏（大鳥居）　　　山口芳男 氏（山之神）　
　山土井輝雄 氏（木原）　　　山本　章 氏（井之口）

農業委員会委員の任命
平成28年3月31日の任期満了により、14人が新しく任命されました。

議員提出議案
イオンモール甲府昭和のさらなる増床計画に反対する決議

　増床計画を延期していたイオンモール甲府昭和は、昨年8月、施設駐車場の移転計画を発表し、
本年中にも前回（平成24年8月30日届出）と同様規模の増床計画を再開すると見られる。
　本件が計画どおり増床されると、本市や周辺自治体の地域経済、住環境、さらには、それぞ
れのまちづくり計画等に多大な影響が懸念される。
　よって本市議会は、これ以上のイオンモール甲府昭和の増床計画に対して反対の意思表明を
するものである。

路線認定
　開発等により新しく道路がつくられたものや、道路改良により要件を満たした路線を認定します。
路線廃止
　開発や河川の改修等により、現在の道路や新しくつくられた市道と重なる部分が廃止されます。
路線変更
　旧町村のときに認定した路線や河川の改修、市道の付替えにより、起終点の変更があります。
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条例
制定
改正

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○×○○○○○○○○○○○○○

可
決○×××○○○○○○○○○○○○○

その他 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

契　約 可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

人　事 同
意○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成
27
年度
補正
予算

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

可
決○○○○○○○○○○○○○○○○○

平成
28
年度
予算

・総合計画策定条例制定

・法務専門職員の任用等に関する条例制定

・行政不服審査会条例制定

・行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条
　例制定

・特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償
　に関する条例中改正

・職員給与条例中改正

・特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例
　中改正

・議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例中改正

・人事行政の運営等の状況の公表に関する条例中改正

・職員の分限に関する手続及び効果に関する条例中改正

・職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正

・重度心身障害者医療費助成条例中改正

・家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める
　条例中改正

・特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の利用者負
　担額等に関する条例中改正

・一般会計補正予算（第5号）

・国民健康保険特別会計補正予算（第3号）

・後期高齢者医療特別会計補正予算（第2号）

・簡易水道事業特別会計補正予算（第3号）

・下水道事業特別会計補正予算（第3号）

・一般会計予算

・国民健康保険特別会計予算

・後期高齢者医療特別会計予算

・介護保険特別会計予算

・地域包括支援センター特別会計予算

・簡易水道事業特別会計予算

・下水道事業特別会計予算

・農業集落排水事業特別会計予算

・田富よし原処理センター事業特別会計予算

・上水道事業会計予算

・変更契約締結

・山梨県市町村総合事務組合規約の変更

・中央市道路線認定

・中央市道路線廃止

・中央市道路線変更

・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・教育委員会委員の任命について同意を求める件

・農業委員会委員の任命について同意を求める件
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情
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。
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す
。

　
物
件
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算
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務
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し
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地
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と
順
次

契
約
交
渉
を
行
い
、
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年
3

月
完
成
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け
計
画
を
進
め

て
い
ま
す
。
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と
し
て
整
備
し
た
の
ち
、

豊
富
中
央
公
民
館
の
解
体
工

事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
全
て
の
工
事
が
完
成
し
、

市
内
す
べ
て
の
学
校
施
設
が

耐
震
基
準
を
満
た
し
、
市
民

の
安
全
な
避
難
所
と
し
て
活

用
さ
れ
ま
す
。

　
中
央
市
リ
ニ
ア
活
用
基
本

構
想
検
討
委
員
会
を
開
催
し
、

一
般
公
募
や
各
種
団
体
か
ら

推
薦
さ
れ
た
方
、
ま
た
若
手

市
職
員
で
構
成
す
る
市
民
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
置
し
、

多
く
の
意
見
や
提
案
を
い
た

だ
き
ま
す
。

自
動
証
明
写
真

ボ
ッ
ク
ス

防
犯
灯
L
E
D
化

推
進
事
業

景
観
ま
ち
づ
く
り
の

推
進

市
道
田
富
玉
穂
大
津
線

道
路
整
備
事
業

玉
穂
お
よ
び
田
富
中
学
校
、

玉
穂
南
小
学
校
体
育
館

吊
り
天
井
撤
去
工
事

豊
富
中
央
公
民
館

解
体
事
業

自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

強
化
対
策
事
業

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
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投票率の向上に努める

選挙権の18歳への引き下げは

金丸　俊明 議員

適
正
な
活
用
の
啓
発
に
努
め
る

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
利
用
制
限
は議

員

関
　
敦
隆

金
丸
議
員
　
①
主
権
者
教
育

の
必
要
性
は
。

②
小
中
学
校
に
お
け
る
教
育

指
導
の
取
り
組
み
は
。

③
若
者
の
投
票
率
の
向
上
は
。

市
長
　
①
国
や
社
会
の
問
題

を
自
分
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

自
ら
考
え
、
判
断
し
行
動
し

て
い
く
主
権
者
を
育
て
る
教

育
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

教
育
長
　
②
小
中
学
校
で
は

学
習
指
導
要
領
に
基
づ
く
学

習
の
ほ
か
、
甲
府
税
務
署
に

よ
る
「
租
税
教
室
」
等
も
実

施
し
て
い
る
。

総
務
課
長
　
③
若
年
層
の
投

票
率
向
上
は
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
。
将
来
の
政
治
参
加

を
促
す
き
っ
か
け
と
し
て
市

内
中
学
校
を
対
象
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
よ
る
選
挙
出
前

授
業
や
模
擬
選
挙
を
実
施
し

た
。
成
人
式
で
の
啓
発
等
、

引
き
続
き
実
施
し
、
投
票
率

の
向
上
に
努
め
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
木
下
友
貴
議
員

関
議
員
　
①
小
中
学
生
の
携

帯
電
話
・
ス
マ
ホ
の
利
用
制

限
は
。

②
ス
マ
ホ
に
夢
中
、
育
児
放

棄
の
親
急
増
は
。

市
長
　
②
家
庭
で
の
取
り
組

み
が
重
要
だ
が
、
育
児
学
級

や
乳
幼
児
健
診
の
機
会
に
啓

発
に
努
め
た
い
。

教
育
長
　
①
P
T
A
や
教
育

委
員
会
が
協
力
し
、
山
梨
版

ケ
ー
タ
イ
・
ス
マ
ホ
使
用
の

基
本
ル
ー
ル
を
策
定
し
た
。

各
家
庭
で
の
ル
ー
ル
作
り
を

呼
び
か
け
て
い
る
。

模擬投票を行う中学生（田富中）

携帯・スマホ使用時間と学力テストの平均正答率
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県と連携し対応

子ども子育て支援
保育所無料化に伴う市の体制は

福田　清美 議員

問質般一

福
田
議
員
　
①
子
育
て
世
帯

の
経
済
負
担
の
軽
減
を
目
的

に
第
2
子
以
降
の
内
、
0
〜

2
才
は
保
育
料
が
無
料
化
と

な
る
が
、
対
象
と
な
る
2
人

以
上
の
対
象
世
帯
数
と
人
数

は
。

②
市
が
負
担
す
る
金
額
と
財

源
は
。

③
無
料
化
の
方
法
は
。

④
募
集
・
入
所
時
期
は
。

⑤
保
育
士
の
確
保
は
。

⑥
豊
富
保
育
園
で
の
0
歳
児

受
け
入
れ
体
制
は
。

市
長
　
⑤
保
育
士
不
足
は
深

刻
。
確
保
に
向
け
全
力
を
尽

く
す
。

⑥
現
状
で
は
沐
浴
室
や
調
乳

ス
ペ
ー
ス
等
の
増
築
は
困
難
。

周
辺
の
公
共
施
設
整
備
に
あ

わ
せ
検
討
す
る
。

子
育
て
支
援
課
長
　
①
現
在

の
入
園
状
況
を
推
計
す
る
と

約
1
7
0
人
を
見
込
ん
で
い

る
。

②
約
2
、
7
7
0
万
円
分
の

保
育
料
が
対
象
。
2
分
の
1

が
県
か
ら
の
補
助
金
交
付
。

市
の
負
担
は
1
、
3
8
0
万

円
。

③
償
還
払
い
と
せ
ず
、
徴
収

し
な
い
方
針
。

④
必
要
性
が
認
定
さ
れ
れ
ば
、

随
時
入
園
と
な
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

田
中
議
員
　
①
出
会
い
と
結

婚
へ
の
応
援
は
。

②
妊
娠
か
ら
子
育
て
ま
で
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
支
援
は
。

市
長
　
①
23
年
度
か
ら
結
婚

相
談
所
事
業
を
社
会
福
祉
協

議
会
に
委
託
・
実
施
し
て
い

る
。
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
や
拡

充
な
ど
図
り
な
が
ら
成
婚
さ

れ
る
カ
ッ
プ
ル
が
増
え
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。

健
康
推
進
課
長
　
②
そ
れ
ぞ

れ
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応

じ
、
母
子
保
健
・
子
育
て
支

援
事
業
に
切
れ
目
な
く
取
り

組
ん
で
い
る
。
今
後
、
子
育

て
支
援
の
拠
点
整
備
を
進
め
、

専
任
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

の
配
置
も
検
討
し
た
い
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

切
れ
目
な
く
取
り
組
む

出
会
い
か
ら
子
育
て
ま
で

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
支
援
は

議
員

田
中
　
清

園庭で遊ぶこどもたち（豊富保育園）
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効果を最大限活用する

リニア新幹線駅、周辺整備は

伊藤　公夫 議員

子
育
て
支
援
が
最
重
要

地
方
創
生
の
取
り
組
み
は

議
員

渡
辺
　
亨

伊
藤
議
員
　
保
守
基
地
か
ら

大
津
駅
ま
で
の
間
を
区
画
整

理
等
の
手
法
で
開
発
す
る
考

え
は
。

市
長
　
リ
ニ
ア
活
用
基
本
構

想
検
討
委
員
会
の
方
向
性
が

固
ま
り
し
だ
い
、
本
市
の
意

見
を
県
の
構
想
に
反
映
さ
せ

る
よ
う
努
め
る
。

伊
藤
議
員
　
①
国
民
健
康
保

険
税
の
賦
課
算
定
は

②
4
月
か
ら
の
毎
月
納
入
期

に
変
更
で
き
な
い
か
。

保
険
課
長
　
①
30
年
度
の
国

保
広
域
化
時
に
、
三
方
式
に

変
更
す
る
こ
と
が
決
定
済
。

早
期
に
対
応
す
る
。

②
近
年
、
収
納
率
は
向
上
し

て
い
る
。
広
域
化
ま
で
現
状

ど
お
り
と
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
木
下
友
貴
議
員

渡
辺
議
員
　
①
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
総
合
戦
略
の
な
か
で
、

市
の
独
自
性
を
ど
う
考
え
て

い
る
の
か
。

②
東
京
圏
な
ど
の
高
齢
者
が

地
方
に
移
り
住
み
、
地
域
「
日

本
版
C
C
R
C
」
の
導
入
は
。

③
空
き
家
対
策
と
し
て
選
任

で
の
移
住
・
定
住
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
の
設
置
は

市
長
　
①
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
で
、
子
育
て
支
援
へ
の
要

望
が
特
に
大
き
か
っ
た
。
最

重
点
目
標
と
し
て
取
り
組
む
。

経
済
的
負
担
の
軽
減
、
子
育

て
環
境
の
整
備
を
併
せ
て
図

り
、
相
談
体
制
の
整
備
等
の

充
実
も
検
討
し
て
い
く
。

②
現
時
点
で
、
本
市
で
は
具

体
化
に
向
け
た
機
運
は
醸
成

さ
れ
て
い
な
い
。
先
進
地
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

③
専
任
相
談
員
の
設
置
は
今

後
の
検
討
課
題
と
し
て
い
く
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

▼
福
田
清
美
議
員

まち・ひと・しごとの好循環でさらなる住みよさをめざします

リニア駅予定地近辺から見た中央市
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条例整備は必要

中小企業応援と条例制定は

木下　友貴 議員

問質般一

庁
舎
統
合
と
並
行
し
検
討

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

議
員

田
中
　
輝
美

つどいの広場「笑（えみ）」

木
下
議
員
　
中
小
企
業
応
援

と
中
小
企
業
振
興
条
例
制
度

は
。

市
長
　
条
例
の
整
備
は
必
要
。

毎
年
の
企
業
訪
問
を
基
本
と

し
、
悉
皆
調
査
に
つ
な
が
る

よ
う
検
討
し
た
い
。

木
下
議
員
　
地
方
創
生
の
た

め
の
新
型
交
付
金
は
。

市
長
　
詳
細
が
示
さ
れ
た
時

点
で
内
容
を
精
査
し
、
総
合

戦
略
に
基
づ
き
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

木
下
議
員
　
行
政
管
理
栄
養

士
を
配
置
し
、
市
民
の
健
康

増
進
に
活
用
し
て
は
。

市
長
　
必
要
性
を
視
野
に
入

れ
検
討
し
た
い
。

木
下
議
員
　
庁
舎
整
備
は
。

市
長
　
6
年
の
歳
月
を
か
け

慎
重
審
議
し
て
き
た
。
31
年

度
の
竣
工
に
向
け
、
設
計
段

階
に
入
る
必
要
が
あ
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
山
本
国
臣
議
員

田
中
議
員
　
①
女
性
の
活
躍

推
進
は
。

②
市
役
所
職
員
の
現
状
は
。

政
策
秘
書
課
長
　
①
女
性
の

積
極
登
用
な
ど
を
通
じ
て
、

労
働
参
加
率
の
向
上
に
努
め

る
。

総
務
課
長
　
②
27
年
4
月
、

正
規
職
員
2
4
2
人
中
、
40

％
の
97
人
が
女
性
。
過
去
5

年
間
の
新
規
採
用
者
に
占
め

る
割
合
は
50
％
の
21
人
。

田
中
議
員
　
中
学
生
議
会
の

開
催
は
。

教
育
長
　
社
会
参
加
の
基
礎

教
育
と
し
て
、
大
い
に
意
義

が
あ
る
。
中
学
校
と
十
分
協

議
し
検
討
す
る
。

田
中
議
員
　
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
の
運
営
事
業
は
。

市
長
　
庁
舎
統
合
に
よ
る
空

き
ス
ペ
ー
ス
を
活
用
し
、
相

談
業
務
等
を
備
え
た
包
括
的

な
拠
点
と
し
て
計
画
す
る
。

【
関
連
質
問
】

▼
関
　
敦
隆
議
員

　
調
査
方
法
の
う
ち
、

デ
ー
タ
を
余
す
こ
と
な

く
全
て
調
べ
る
こ
と
。

全
数
調
査
。

悉
皆
調
査
と
は

用
語
解
説

し
っ
か
い

がんばれ中小企業
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総
務
教
育
常
任
委
員
会

人
事
評
価
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か

総
合
計
画
策
定
条
例
制
定

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
条
例
中
に
審
議
会
が
明
記
し

て
あ
り
重
み
が
あ
る
。
条
例
以
外

に
手
順
を
定
め
る
要
綱
等
の
策
定

計
画
は
。

答
　
総
合
計
画
及
び
そ
の
実
施
に

関
し
て
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は

調
査
す
る
た
め
に
市
長
の
付
属
機

関
と
し
て
審
議
会
設
置
し
協
議
し

て
頂
く
。
自
治
法
改
定
に
よ
り
策

定
根
拠
が
無
く
な
っ
た
為
、
策
定

条
例
を
策
定
し
そ
の
中
で
審
議
会

へ
の
諮
問
と
し
て
審
議
会
条
例
へ

繋
が
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

法
務
専
門
職
員
の
任
用
等
に
関
す

る
条
例
制
定

〈
総
務
課
〉

問
　
法
務
専
門
職
員
は
ど
ん
な
職

務
を
行
う
の
か
。

答
　
行
政
不
服
審
査
法
が
改
正
さ

れ
、
審
理
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
。

審
査
請
求
の
審
理
手
続
き
を
審
理

員
が
行
う
。
市
で
は
法
務
関
係
の

専
門
的
な
知
識
を
有
し
て
い
る
も

の
を
専
属
と
し
て
育
て
る
こ
と
が

困
難
な
た
め
、
特
別
職
と
し
て
法

務
専
門
職
員
の
任
用
条
例
で
補
完

す
る
形
態
を
と
る
。

人
事
行
政
の
運
営
状
況
の
公
表
に

関
す
る
条
例
改
正

〈
総
務
課
〉

問
　
人
事
評
価
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。
報
告
内
容
は
。

答
　
28
年
4
月
か
ら
本
格
実
施
。

達
成
状
況
や
発
揮
し
た
能
力
に
対

し
、
ど
の
程
度
で
き
た
か
自
己
評

価
し
、
管
理
職
が
業
績
と
能
力
で

評
価
。
評
価
結
果
に
不
服
の
あ
る

場
合
、
公
平
委
員
会
に
意
見
を
述

べ
、
市
長
へ
提
言
す
る
内
容
。

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
民
間
企
業
は
情
報
持
ち
出
し

や
U
S
B
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
閲

覧
禁
止
な
ど
実
施
し
て
い
る
。
導

入
す
る
考
え
は
。

答
　
U
S
B
な
ど
の
媒
体
接
続
は

不
可
能
に
す
る
。
資
産
管
理
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
、
情
報
を
い
つ
、

誰
が
閲
覧
し
た
か
常
に
情
報
取
得

す
る
。
事
故
時
の
責
任
も
明
確
に

す
る
。

厚
生
常
任
委
員
会

国
保
特
別
会
計
繰
入
金
の
返
済
方
法
は

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
市
民
課
〉

問
　
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
状

況
は
。

答
　
2
月
26
日
時
点
の
申
請
件
数

は
1
、
8
4
3
件
。
交
付
数
は

6
5
7
件
。

〈
環
境
課
〉

問
　
道
路
上
で
死
亡
し
処
理
し
た

動
物
で
、
ペ
ッ
ト
と
そ
れ
以
外
の

内
訳
は
。

答
　
26
年
度
実
績
で
2
0
0
頭
。

約
1
5
0
頭
が
猫
で
ペ
ッ
ト
か
否

か
不
明
。
他
に
タ
ヌ
キ
、
キ
ツ
ネ
、

ハ
ク
ビ
シ
ン
。
犬
は
7
頭
だ
が
首

輪
が
な
い
の
で
、
飼
わ
れ
て
い
た

か
は
不
明
。

〈
子
育
て
支
援
課
〉

問
　
育
児
休
暇
職
員
の
代
替
の
臨

時
職
員
は
適
正
な
保
育
士
数
と
な

っ
て
い
る
か
。

答
　
代
替
に
臨
時
職
員
を
雇
用
。

保
育
士
人
数
が
少
な
か
っ
た
が
パ

ー
ト
職
員
で
対
応
。

〈
健
康
推
進
課
〉

問
　
54
件
の
不
妊
治
療
費
助
成
金

だ
が
、
4
月
か
ら
男
性
も
適
用
さ

れ
た
が
、
内
訳
は
。

答
　
54
件
は
申
請
件
数
で
す
べ
て

特
定
不
妊
治
療
。
男
性
の
申
請
は

な
か
っ
た
。

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
補
正
予
算

〈
保
険
課
〉

問
　
繰
入
金
8
、
0
0
0
万
円
の

借
入
返
済
方
法
は
。
保
険
財
政
共

同
安
定
化
事
業
の
拠
出
金
は
一
時

借
入
の
性
質
。
収
入
が
あ
れ
ば
返

済
す
る
と
思
う
が
。

答
　
8
、
0
0
0
万
円
の
繰
入
金

は
事
実
上
の
借
入
金
。
返
済
は
28

年
度
の
特
別
会
計
歳
入
で
返
済
予

定
。
今
年
度
と
28
年
度
も
国
の
財

政
支
援
が
あ
る
。
医
療
費
抑
制
の

た
め
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
事
業
を
本
格

的
に
実
施
す
る
。
保
険
財
政
共
同

安
定
化
事
業
は
国
保
連
合
会
の
試

算
に
よ
る
。
レ
セ
プ
ト
1
件
当
た

り
1
円
か
ら
80
万
円
の
伸
び
が
大

き
く
、
市
の
医
療
費
が
増
え
て
お

り
、
医
療
費
の
抑
制
も
考
え
る
。
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産
業
土
木
常
任
委
員
会

簡
易
水
道
第
1
配
水
池
の
配
水
系
統
、

配
管
の
大
き
な
変
更
は

平
成
27
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

〈
農
政
課
〉

問
　
県
土
地
改
良
補
助
金
は
事
業

認
可
が
な
く
減
額
さ
れ
て
い
る
。

不
認
可
の
理
由
は
。

答
　
特
産
農
産
物
生
産
支
援
整
備

事
業
補
助
金
で
県
に
要
求
し
た
が
、

補
助
枠
の
減
少
に
よ
る
も
の
。

問
　
補
助
申
請
の
事
業
詳
細
は
。

答
　
農
道
の
改
良
舗
装
や
用
水
路

の
改
修
等
を
予
算
要
求
。
県
の
補

助
金
割
当
額
減
少
の
た
め
不
認
可
。

平
成
27
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

会
計
補
正
予
算

〈
水
道
課
〉

問
　
第
2
配
水
池
の
水
源
系
統
の

改
修
で
、
配
管
の
新
設
等
大
き
な

変
更
箇
所
等
、
今
後
の
事
業
予
定

は
。

答
　
第
1
配
水
池
の
老
朽
化
で
、

第
4
水
源
か
ら
第
1
水
源
に
管
路

を
使
っ
て
供
給
し
、
第
2
配
水
池

に
上
げ
る
計
画
。
管
路
の
耐
震
化

が
必
要
で
、
第
6
水
源
、
第
7
水

源
の
管
路
も
耐
震
管
に
布
設
替
え

す
る
計
画
。

　
再
来
年
に
は
配
水
池
、
配
水
系

を
変
え
て
い
き
た
い
。

市
道
路
線
認
定

〈
建
設
課
〉

問
　
住
宅
開
発
等
で
整
備
さ
れ
た

道
路
の
認
定
の
条
件
は
。

答
　
幅
員
、
舗
装
、
路
肩
の
整
備
、

通
り
抜
け
や
一
般
に
利
用
が
可
能

な
道
路
は
認
定
可
能
。
行
き
止
ま

り
や
幅
員
が
狭
い
道
路
は
地
目
上

公
衆
用
道
路
と
な
る
が
、
路
線
認

定
は
し
て
い
な
い
。

簡易水道第4水源（大鳥居地内）

14

建設中の布施配水場

　3常任委員会合同で、3月16日に
現地視察を行いました。
　リニア中央新幹線中心線測量実
施箇所は小井川駅付近を視察。また、
現在建設中で平成29年2月に供用開
始される新布施配水場、また、豊
富地区の簡易水道では第1配水池の
老朽化が激しく、配水系統の見直
しが予定されていることから主な5
つの水源を視察しました。

・リニア中央新幹線中心線測量実施箇所
・布施配水場
・簡易水道水源
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予
算
特
別
委
員
会

平
成
28
年
度
中
央
市
一
般
会
計
予
算

　
〈
総
務
課
〉

問
　
市
と
自
治
会
管
理
の
防
犯
灯

の
L
E
D
化
へ
の
計
画
年
数
は
。

答
　
自
治
会
に
は
約
2
、
5
0
0

基
の
防
犯
灯
が
あ
り
、
補
助
金
を

活
用
し
5
年
間
を
見
込
ん
で

L
E
D
化
に
改
修
す
る
。

〈
政
策
秘
書
課
〉

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
と

し
て
教
育
に
関
わ
る
費
用
な
ど
具

体
的
に
公
表
し
納
税
が
毎
年
増
加

し
て
い
る
他
の
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
と
し
て
の
P
R
は
。

答
　
教
育
や
福
祉
へ
の
活
用
へ
の

指
定
で
寄
付
を
頂
い
て
い
る
。
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
具
体
的
な
公
表

を
検
討
し
て
い
く
。

〈
危
機
管
理
課
〉

問
　
備
蓄
食
料
飲
料
水
を
設
置
し

て
い
る
箇
所
は
。
平
成
28
年
か
ら

随
時
交
換
す
る
処
分
方
法
は
。

答
　
設
置
箇
所
は
豊
富
農
村
公
園
、

防
災
会
館
、
田
富
南
小
学
校
、
玉

穂
中
学
校
、
三
村
小
学
校
。
処
分

方
法
は
、
飲
料
水
は
手
洗
い
、
ト

イ
レ
用
に
使
用
可
能
な
の
で
備
蓄

を
し
て
お
く
。
食
料
は
賞
味
期
限

切
れ
の
年
に
各
自
治
会
へ
人
口
按

分
で
配
布
す
る
。

〈
税
務
課
〉

問
　
滞
納
者
へ
の
差
し
押
さ
え
の

状
況
と
処
理
は
。

答
　
2
月
末
で
差
し
押
さ
え
は

2
4
0
件
ほ
ど
。
差
し
押
さ
え
物

件
は
県
と
市
町
村
と
の
合
同
公
売

会
を
行
っ
た
。

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
見
守
り
を
必
要
と
す
る
人
が

70
名
ほ
ど
い
る
が
市
の
対
応
は
。

答
　
乳
酸
菌
飲
料
配
付
の
見
守
り

は
廃
止
と
な
る
が
、
見
守
り
は
市

の
事
業
と
し
て
継
続
。
廃
止
で
は

な
く
事
業
の
見
直
し
。
見
守
り
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
お
願
い
し
、

見
守
り
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合

見
極
め
を
行
う
。

〈
福
祉
課
〉

問
　
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
て
自

立
支
援
し
た
件
数
と
内
容
は

答
　
就
労
支
援
者
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
一
緒
に
行
き
就
職
で
き
る
よ

う
支
援
を
し
て
い
る
。
2
月
末
で

24
名
、
内
就
労
し
た
人
は
14
名
。

〈
農
政
課
〉

問
　
宇
坪
川
改
修
工
事
の
今
後
の

事
業
計
画
は
。

答
　
用
地
交
渉
が
県
道
か
ら
上
流

1
2
0
ｍ
完
了
。
28
年
度
に
測
量
・

設
計
を
行
う
。
2
〜
3
年
は
改
修

が
必
要
。
そ
の
間
に
上
流
の
地
籍

調
査
中
の
用
地
交
渉
を
終
了
さ
せ

上
流
の
改
修
を
行
い
た
い
。

〈
生
涯
教
育
課
〉

問
　
図
書
館
の
機
能
が
広
ま
る
な

か
企
画
展
な
ど
新
た
な
取
り
組
み
は
。

答
　
医
学
関
係
の
書
籍
コ
ー
ナ
ー

の
設
置
な
ど
限
ら
れ
た
予
算
で
創

意
工
夫
し
、
各
館
連
携
し
効
率
的

に
事
業
を
行
っ
て
行
く
。

平
成
28
年
度
中
央
市
国
民
健
康
保

険
特
別
会
計
予
算

〈
保
険
課
〉

問
　
健
康
長
寿
、
介
護
予
防
の
取

り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
る
が
、

保
険
給
付
費
が
増
額
し
て
い
る
理

由
は
。

答
　
早
急
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
。
毎
年
上
昇
し
て
い

る
原
因
は
通
院
す
る
の
に
利
便
性

に
良
く
近
隣
の
医
療
機
関
で
診
察

を
受
け
る
者
が
多
い
。
最
近
は
高

額
医
療
の
治
療
費
が
掛
る
こ
と
が

多
い
。
関
係
課
と
連
携
し
な
が
ら

対
応
す
る
。

平
成
28
年
度
中
央
市
介
護
保
険
特

別
会
計
予
算

〈
高
齢
介
護
課
〉

問
　
認
知
症
総
合
支
援
事
業
は
医
師
、

介
護
士
、
看
護
師
か
ら
な
る
チ
ー

ム
で
支
援
か
。

答
　
玉
穂
ふ
れ
あ
い
診
療
所
に
委

託
し
活
動
を
お
願
い
し
て
い
る
が
、

す
べ
て
任
せ
て
い
る
の
で
は
な
く

市
の
職
員
も
対
応
し
て
い
る
。

平
成
28
年
度
中
央
市
下
水
道
事
業

特
別
会
計
予
算

問
　
非
常
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ

の
設
置
個
所
と
戸
数
は
。

答
　
田
富
総
合
会
館
南
側
に
男
性
用
、

女
性
用
、
障
が
い
者
用
そ
れ
ぞ
れ

2
基
、
合
計
6
基
設
置
す
る
。
普

段
は
駐
輪
場
と
し
て
使
用
す
る
。

県道韮崎南アルプス中央線から上流（宇坪川）
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　3月11日（金）に行われた庁舎整備特別
委員会では、2月24日（水）に開催された
庁舎整備市民検討委員会に議会を代表し
て出席した議員から内容等についての説
明がありました。
　続いて当局より策定された庁舎整備基
本計画について、12月の中間報告以降に
変更となった耐震安全性やパブリックコ
メントの実施結果、また設計段階におけ
るコストの追加検討や駐車場の整備計画
など、今後の課題をまとめた追加事項に
ついての説明を受けました。
　委員からは、支所の余剰スペースの活
用方法など関連施設及び周辺整備の検討
やコストの削減に努めてほしいなどの意
見がありました。
　市では、基本計画について概要版を作
成するとともに、広報やホームページで
公表を行うとのことです。また、今後は
基本計画に沿った設計の段階になるが、
これまでと同様に市民のみなさまへ公表

に努めるとのことです。
　特別委員会は、今後も引き続き諸課題
について調査を行い、市民の皆様に報告
していきます。

　リニア中央新幹線対策特別委員会も3月
11日（金）に行われ、市の担当者から平
成27年12月から平成28年2月までのリニア
中央新幹線に関わる県・市の動きや進捗
状況、また、市内の中心線測量が行われ
た場所の説明などの報告がありました。
　中心線測量では、了解が得られている
ところは計画通り行われている。耕作し
ているなどで測量が出来ないところは、
その近辺か近くの道路・水路に杭や中心
鋲を打っているとの説明を受けました。
　委員からは、JR東海への積極的な情報
提供を求め、共有をお願いしたい。また、
新山梨環状道路とリニアに挟まれるとこ
ろの問題については、市からも県のリニ
ア交通局に対して重点課題として強く申
し入れをしている。他に委員から、リニ
アを活用したまちづくりとして開発を行
うにしてもビジョンが必要ではないかな
ど意見が多数出されました。

統合により増改築される田富庁舎

小井川駅周辺の中心線測量実施箇所



広報編集委員会28日

平成27年12月

平成28年1月
役職員新年互礼会
成人式
消防団出初式
広報編集委員会

4日
10日
11日
12日

1日
11日

18日

第1回定例会開会
庁舎整備特別委員会
リニア中央新幹線対策特別委員会
第1回定例会閉会

3月

5日
12日
15日
21日
23日

市民と議会の対話集会
一般質問通告調整会議
広報編集委員会研修会
市制施行10周年記念式典
議会運営委員会
会派代表者会

1日

3日
4日

議会運営委員会
会派代表者会
市民と議会の対話集会
山梨県市議会議長会議員合同研修（後期）

2月

かほ定予の会議

17

研修会 山梨県議会広報コンクール
奨励賞受賞

　2月15日（月）議会広報編集委員会では、地方議会研究
会の野村稔先生をお招きして、研修会を行いました。
　研修では議会広報は年4回発行し、1か月以上前のことを
伝えるので、なかなか読んでもらえない。読んでもらうに
は、技術だけではなく、審議が充実しなければ、内容のあ
る議会広報はできない。な
ど、作成にあたっての問題
やポイントについて講演を
いただきました。
　より多くの市民のみなさ
まが議会に関心を持つよう
な議会と誌面づくりを行っ
ていきたいと思います。

　平成27年山梨県広報コンクール
の議会広報紙部門（市部）で「中
央市議会だより　№39」が奨励賞
を受賞しました。
　今後も、市民
のみなさまに、
親しまれる広報
誌づくりに励ん
でいきますので、
どうぞよろしく
お願いいたしま
す。

※日程等は定例会前の議会運営委員会で決定されます。変更される場合がありますのでご了承ください。

6月議会は、次のとおりの予定となります。お気軽に、傍聴においでください。平成28年6月定例会の予定

午前10時

午前9時30分

午前9時30分

午前9時30分

開　会

総務教育常任委員会

厚生常任委員会

産業土木常任委員会

（金）

（月）

（火）

（木）

3日

6日

7日

9日

午前10時

午前10時

午前10時

一般質問

一般質問

閉　会

（月）

（火）

（木）

13日

14日

16日

平成28年第1回臨時会の予定
　5月16日～19日まで臨時会が開催される予定です。詳細日程等は臨時会開会日の1週間前に行われる
議会運営委員会にて決定されます。決まり次第ホームページ等にてお知らせします。
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藤巻

依田　克己

「おじちゃんトマトおいしかったよ！」
という声に目を細めているトマト農家です
　就農してもう少しで50年、農業は自然相手の
仕事で大きな被害に遭ったことも幾度か。
　私も2年前の大雪で大型ハウスが倒壊し、国
からの援助を受け、やっと去年再建しました。
体の続く限りがんばってトマトを作っていかな
ければと思っています。
　春になると田富南小学校の児童たちが社会勉
強に見えます。その折、いつも中玉トマトをお
いしい！おいしい！といって食べてくれ、その
声に妻の顔もほころびます。
　現在は、ロックウール養液栽培で20数年、仲
間たちと研究会をつくり、品質、味のより良い
トマトづくりに仲間とともに日々努力しています。
しかし、農業を取り巻く環境は厳しく、TPPを
はじめ、多くの問題があります。また農業を継
ぐ若い後継者も少なく、農業従事者の大半は65
歳以上で、あと10数年後はどうなるのかと思う
と…。
　行政も今なにをすべきか共に考えてほしい。
この産地を継続していくために！

　中央市関原で代々農業を営んで来ました石　

家に生まれ、私の代より施設園芸に取り組み、

シクラメンの栽培を手がけてまいりましたが、

今より30年前はバブル時期で、シクラメンの栽

培も大鉢が主流で都内では大鉢が贈答品として

販売されていました。

　バブル崩壊とともに大鉢が中鉢に、現在はミ

ニシクラメンと時代とともに大きさも変化して

きました。

　現在は、息子が後継者となりピラミッドあじ

さいの栽培を行っています。まだまだ、試行錯

誤の所があり、組合を作り、栽培方法等、勉強

会などを通じてピラミッドあじさいの普及・栽

培に努めています。

　農業もなかなか厳しい時代ですが、息子も後

継者になってくれたこともあり、これからも地

域の農業振興のため、がんばって行きたいと思

います。

関原

石　　有亨

ピラミッドあじさい

　3月議会は当初予算が審議され、平成28年度の事

業が多面にわたって議論されました。同時に市の最

上位の計画である総合計画策定のための条例も提案

されました。計画そのものは平成28、29年度の2年

をかけて作っていくことになります。平成28年度に

は市民アンケートを実施します。多くの市民の皆様

の知恵を結集し、市民生活の現実に根ざした計画と

なるようご協力をお願いします。

　中央市も合併から10年がたちました。総合計画を

はじめ、中央市は“新しい”段階に入っていきます。

リニア計画や市庁舎増築など大きな事業も計画され

ており、市民生活にも影響を与えていくことになる

と思います。議会としても市民目線で市民生活向上

のために様々な計画・事業について議論し、市に対

しても提案していきたいと考えています。

［木下友貴］
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